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症）・気胸. 成人病と生活習慣病　2013; 43:460-465

成人病と生活習慣病

船田千秋、河村進.　看護過程をパスに取り込む！看護の可視化・言語化・意識化への挑
戦「看護過程をパスに取り込む」ワークショップを開催して. 日本クリニカルパス学会誌
2013; 15:122-125

日本クリニカルパス学会
誌

船田千秋、河村進.　看護必要度項目から看護量を自動点数化するデータベースシステム
の開発. 日本医療情報学会看護学術大会論文集 2013; 14:31-34

日本医療情報学会看護学
術大会論文集
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におけるパラレル・チャート　星に願いを.　N: ナラティブとケア 2014; 5:40-41

N: ナラティブとケア

野河孝充.　婦人科腫瘍登録　本邦の婦人科腫瘍登録と頸癌・体癌取扱い規約の改定につ
いて.　愛媛県産婦人科医会報 2013; 49: 16-21

愛媛県産婦人科医会報
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日本認知症ケア学会誌
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門田伸也、石川徹、橋本香里、村井綾、三浦直一、平田裕二、河野達也.　静脈各処理にお
ける超音波凝固切開装置の使用経験.　頭頚部癌　2013; 39:339-344

頭頚部癌

菊内祐人、中田英二、杉原進介、藤田智彦、重見篤史.　【がんの痛みと作業療法】骨転移
のリハビリテーション. 作業療法ジャーナル　2014;293-297

作業療法ジャーナル

小島淳美、杉山徹.　Gynecologic Tumor　婦人科腫瘍　卵巣がん治療の新たな潮流　組織
型特異的化学療法.　癌と化学療法 2014; 41:188-192

癌と化学療法

本間明宏、林隆一、松浦一登、加藤健吾、川端一喜、門田伸也、長谷川泰久、鬼塚哲郎、
藤本保志、岩江信法、大上研二、松塚崇、吉野邦俊、藤井正人. 上顎洞原発扁平上皮癌T4
症例の多施設による後ろ向き観察研究.頭頸部癌 2013; 39:310-316

頭頸部癌


本間明宏、林隆一、川端一喜、吉野邦俊、岩江信法、長谷川泰久、加納里志、丹生健一、
加藤孝邦、志賀清人、松浦一登、門田伸也、藤井正人. 中咽頭癌に対する治療の現状　多
施設による後ろ向き観察研究. 頭頸部癌 2013; 39:449-455

頭頸部癌


平田裕二、門田伸也.　術中・術後の急変への対応法　術後編 喉頭全摘後の咽頭皮膚瘻.
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 2013; 85:354-359
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